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研究成果の概要（和文）：晩産化が母児へ与える影響を検討する上で、近年の食生活の欧米化は

重要な交絡因子となることが想定されたため、高脂肪餌を用いた動物実験を行った。その結果、

高脂肪餌を与えたマウスから出生した仔では、高血圧、耐糖能の悪化、高脂血症を認めた。す

なわち、母体の食生活の欧米化は次世代の血圧および糖脂質代謝へ影響を及ぼしうることが示

唆され、晩産化の影響を検討する上で考慮すべき重要な要素であることが確認された。 
 
研究成果の概要（英文）：In order to clarify the role of maternal excess fat intake in the 
fetal programming, we investigated the effects of a maternal high-fat diet before and 
during pregnancy on blood pressure and glucose and lipid metabolism in offspring.  
As a result, a maternal high-fat diet before and during pregnancy predisposes their 
offspring to hypertension and to the disturbance of glucose and lipid metabolism in 
adult life. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、わが国では出産年齢が上昇し、いわゆ
る“晩産化”が進行している。妊娠糖尿病は
母体年齢の上昇に伴って発症頻度が増加す
ることが知られており、今後の増加が懸念さ
れる。妊娠糖尿病の合併は、母体における将
来の 2 型糖尿病発症だけではなく、妊娠糖尿
病母体より出生した児の生活習慣病発症へ
の関与が報告されている。 

２．研究の目的 
晩産化が母児へ与える影響を検討する上で、
母体の生活環境、特に食生活の変化を考慮に
入れる必要があると考えられた。そこで、近
年の食生活の欧米化に伴う母体の脂質摂取
量増加が、次世代の血圧および糖脂質代謝へ
与える影響について実験動物を用いて検討
を行った。 
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３．研究の方法 
三重大学医学部動物実験倫理委員会承認の
下、以下の検討を行った。雌性マウスに脂肪
エネルギー比率 45％の高脂肪餌（以下 H）ま
たは同比率 10％のコントロール餌（以下 C）
を 6週間与え雄性マウスと交配し、分娩まで
同じ餌を継続した。新生仔は仔数を母獣 1匹
当たり 7-10匹に調整し、C群母獣に哺乳させ
た。仔は 3週齢で離乳後、Cで飼育し母獣の
餌によりそれぞれ H群と C群とに分け、雄性
仔を対象として若年期（10-12週齢）と成獣
期（21-28週齢）の血圧および糖脂質代謝を
検討した。（図１：餌の組成、図２：実験の
概要）。 
 

 
 
４．研究成果 
(1) H群母獣の妊娠前、妊娠 8日、妊娠 16日
の脂肪摂取カロリーは C 群と比較して約 4-5
倍増加していたが、体重は両群間に有意差を
認めなかった（図 3、4）。 
 

 

 
(2)離乳後の仔の累積摂取カロリーは、18 週
齢以降 H群で有意な減少を認めたが、体重は
両群間に有意差を認めなかった（図 5）。 
(3)若年期における血圧、ブドウ糖およびイ
ンスリン負荷試験では両群間に有意差を認
めなかった。 
(4)成獣期において 24時間絶食後の再摂食試
験を行ったところ、再摂食時の摂食量、血糖
値、血中インスリン値は両群間に有意差を認
めなかった一方で、H 群において血中遊離脂
肪酸値、トリグリセリド値の有意な高値を認
めた（図 6、7、8）。 
(5)H 群では成獣期において血圧の有意な上
昇を認めた（図 9）。 
(6) H 群では成獣期においてブドウ糖負荷試
験で耐糖能の有意な悪化を認めた（図 10）。 
(7)インスリン負荷試験は成獣期においても
両群間に有意差を認めなかった（図 11）。 
 

 



 

 

 
 

 
 
(8)まとめ 
 妊娠前から妊娠中にかけての母体の脂質
摂取量の増加は、次世代の高血圧および糖脂
質代謝異常の発症に関与する可能性が示さ
れ、晩産化による影響を検討する上で考慮す
る必要がある重要な因子であることが確認
された。また、この機序にはインスリン抵抗
性が関与している可能性があり、今後はその

その晩産化への影響について、解明をすすめ
ることを予定している。 
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